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2人目の日本人メンバー誕生

3月16日から21日にかけてサンフラン

シスコで第56回となる「IETFミーティン

グ」が開催された。

イラク戦争の開戦前夜から開戦という

時期に重なり、日本からの参加者は出張

禁止命令や帰国命令が下るという状況で

次々減ってゆき、個人的にはちょっと寂

しいIETF であった。しかし、ミーテ

ィングは淡々と進み、さまざまな議論が

なされた。今回は、いくつかのトピックを

取り上げて報告したい。なお、6つのセ

ッションが同時に進むヘビーなミーティン

グであったために私の興味に基づく報告

であることをご容赦いただきたい。

まず、すでに新聞などで報道されてい

るのでご存じの方も多いと思われるが、

1992年に村井純氏がIABメンバーに選出

されて以来、11年ぶりに日本人のIABメ

ンバーが誕生した。選出されたのは、IIJ

研究所の「itojun」こと萩野純一郎氏で、

WIDEプロジェクトの主要メンバーの1人

であり、kameプロジェクトにおいて中核

的役割を担ってきた。そうした活動に関

連して行ってきた標準化活動などが評価

されての選出と言えるであろう。ちなみ

に、同氏は「 IETF IPv6 Operations

WG」の議長でもある。3月20日の夜に

行われたIABプレナリー（全体総会）にお

いてお披露目された。

DHCPv6などがRFCに

まずIPv6関連であるが、これまで懸案

であったいくつかの重要なInternet Draft

がRFCとなることがほぼ決まった（実は、

これまで何度か決まったと思われたシー

ンがあったのだが、何らかの問題が発生

してこれまで時間がかかってしまってい

るという経緯があるため、本当にRFCと

なるまで予断を許さない部分がある）。

1つは、「DHCPv6」 である。IPv6

では基本的な仕組みとしてStateless型の

ノードの自動設定の機能を持っており、

それによってプラグ＆プレイの機能が実

現されているが、必要に応じてStateful型

の自動設定機能を利用できるようになっ

ている。このStateful型の自動設定を実

現するのがDHCPv6である。図1に示す

ようなネットワークにおいて、ルーターが

担当するサブネットワークのプレフィック

ス情報をルーターに与えるために、

DHCPv6が利用されることが想定されて

いる。そのため、IPv6ベースのネットワ

ークサービスを運用するうえで重要な技

術と考えられるようになってきており、標

準が決められることが望まれていた。

もう1つは「Mobile IPv6」 であ

る。IPv6を設計する際に、移動するノー

ドの支援は必須であるとされていた。そ

のために、必須の機能としてMobile IPv6

の設計が進められていたのであるが、こ

れまで決まる決まると言われながらなか

なか決まらなかったのである。これが、や

っとRFCになりそうな気配である。モバ

イルコミュニケーションは、IPv6の重要

な応用分野であるので、早く標準が決ま

り、具体的な運用や展開へと目を向けた

IPv6関連技術の標準化が進む

「第56回IETFミーティング」開催

次世代を担うテクノロジー
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Text : 砂原秀樹

ホームネットワーク 

プレフィックスの要求 
 

プレフィックスの 
割り当て 
 

ノード ノード ノード ノード ノード ノード ノード ノード 

ISPルーター 

ホームルーター 

このルータがプレ
フィックスを割り
当てる 

このルーターがプ
レフィックスを要
求する 

このネットワーク
のプレフィックス
を割り当てる 

図1：IPv6プレフィックス自動付与（Prefix Delegation ）が想定するネットワーク

図に示すような、SOHOや家庭などの簡単なネットワークの場合は、このネットワークに割り当てられるプレフィックス（ネ
ットワークに割り当てられるアドレス群を示すIPアドレスの上位ビット）を自動的に割り当てるための機能を実現する。
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いところである。

6bone停止は語呂合わせ

また、今回「 Transitions Planning

BOF」が開催され、これまでIPv6の運用

実験を行ってきた6boneの停止へ向けて

の議論が行われた。

6boneでは、IPv6の相互接続性の検証

やアドレス割り当ての仕組みなど運用技

術の確立を目指し、1996年6月にモント

リオールで行われたIETFで合意されて

実験が開始された。しかし、本格的な商

用サービスも登場するようになり、実際

のIPv6アドレス割り当ても各レジストリ

ーによって行われるようになったことで、

その実験の役目は終わったということが

確認された。そして、いつを期限として運

用を停止するかが議論された。

このあたりは、日本人ではなくても語

呂合わせが好きなようで、結局2006年6

月6日を期限とすることが決まった。当初

2005年初めあたりを期限とする案が示さ

れていたのであるが、最初の合意から10

年、そして「060606」と6が続く日付とい

うことがIPv6らしいとされて、この日付を

期限とする合意が得られたようであった。

を解決するためのWGを組織するべく

BOFを重ねてきたのである。しかし、

IETFで取り上げる技術というより、まだ

その効果などを研究するテーマであり、

IRTFで取り上げるべきではないかという

意見もあり、WGとなるには至ってない。

しかし、実はモバイル環境においては切

実な問題でもあり、提案されている技術

も 非 常 に 単 純 で あ ることから、

Experimental RFCでもいいから早く標

準を示しておいたほうがよいのではない

かと考える。

IETFミーティングの問題点

そのほか、セキュリティー関連のWGや

計測技術関係のWGなどで、さまざまな議

論が行われたが、残念ながらすべてを把

握しきれなかったために、また別の機会に

報告することとしたい。なお、今回のミー

ティングではIETFミーティングの今後の

運営に関する議論も行われた。このミー

ティングには毎回1500～2000人の参加

者があり、今回は1640人だった。しかし、

単に情報収集のためにだけ参加して、具

体的な議論には参加しない人がほとんで

ある。これがミーティングとしての効率を

落としているとして問題視されている。

次回のミーティングは、7月にウィーンで

開催される。みなさんもインターネット技

術に興味があるなら一度参加してみてい

ただきたい。ただし、興味のあるWGにつ

いて、少なくとも1つは予習をして参加さ

れることをお勧めする。

IETF
http://www.ietf.org/

Dynamic Host Configuration Protocol
for IPv6(DHCPv6)

h t tp : / /www. ie t f .o rg / in te rne t -
drafts/draft-ietf-dhc-dhcpv6-28.txt

Mobility Support in IPv6
h t tp : / /www. ie t f .o rg / in te rne t -
drafts/draft-ietf-mobileip-ipv6-21.txt

明暗分けるモバイル関連

IPv6以外で興味があるところでは

「Mobile Ad-hoc Networks WG」がある

が、なかなか収拾がつきそうもない状況

にある。技術としては無線リンクを持っ

た複数のノードが協調しあいながらネッ

トワークを構成するというものだ。たと

えば高速道路を走る車が相互に直接デ

ータを交換し、中継することで、1つのネ

ットワークを組み上げる環境を想定して

いる。今後モバイル環境では必要な技術

なのであるが、提案されている4つの案

が互いに譲らず、落としどころがなかな

か見つからないといった状況にある。

IRTFとも協調しながら今後どう進めるか

が議論されているが、果たしてどうなるの

か注目されるところである。

また、ノードが移動するのではなく、ネ

ットワークごとに移動する技術について

議論する「Network Mobility WG」の方

は、用語や要求事項に関するInternet

Draftが固まり、いよいよ具体的な技術に

関する議論が開始された。現在いくつか

の提案が出されているが、各提案の著者

が協力しあって1つの提案を作成するこ

とが合意され、次回のミーティングへ向

けて作業がスタートしたのでいよいよ今

後が注目される。

もう1つモバイル関係で気にな

って い る の が「 Triggers for

Transport BOF」である。ここで

は、無線LANや携帯電話などの

電波状況やハンドオフなどで一時

的にリンクが不安定になること

が、TCPなどの全体の通信性能

に大きな影響を与えるという問題
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図2：IETFのウェブサイトで情報
を見る
Aのリンクから今回のミーティングのプログラム
などが見られる。BのリンクからはInternet
Draftが閲覧できる。
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